
 

（第２号様式）   
令和５年３月 31 日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立 柏陽高等学校 学校長  

令和４年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 11日実施） 

総合評価（３月 31日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①基礎学力の定
着、課題発見解
決力の育成を目
指した教育課程
編成及び授業改
善に取り組む。 
 
 
 
 
 
 
 
②学校行事や生
徒会活動におけ
る生徒の主体的
な取組みを推進
する。 
 
 
 

①生徒の学習習
慣を定着させ、
基礎学力の向上
を図る。 
教科会を主体と
した組織的な授
業改善の充実を
図る。 
 
 
 
 
 
②体育祭・文化
祭・合唱祭及び
生徒会活動の更
なる活性化を通
して主体性や社
会性、豊かな人
間性の涵養をよ
り組織的に図
る。 

①実力アップ講
習等は年間の計
画を策定し、教
科として組織的
に取組む。 
ＩＣＴ利活用推
進チームを新設
し、組織的に授
業 改 善 に 取 組
む。 
 
 
 
②生徒が、実行
委員会を中心に
各自の役割を意
識して取り組む
よう指導し、主
体的な活動を通
してリーダーシ
ップを育み、コ
ミュニケーショ
ン能力の向上な
ど人材育成を図
る。 

①実力アップ講
習及びキャリア
アップ講座の開
講講座数、受講
生徒数が前年度
を上回ったか。
ＩＣＴの利活用
について、学校
評価アンケート
において肯定評
価 80％以上を達
成できたか。 
 
②学校評価アン
ケートの学校行
事・部活動等に
おいて「主体的
に取り組むこと
ができたか」等
の 項 目 に お い
て 、 肯 定 評 価
80％以上を達成
できたか。 

①年間計画を作成
して組織的に取り
組んだ。以前から
の第１・２期に加
え、第３期を設定
して土曜講習を積
極的に実施した。
結果として１年生
の受講人数が大幅
に増加した。 
ＩＣＴの利活用に
ついて１年生の
58％が肯定評価し
た。 
②コロナ禍におい
ても工夫し教育活
動に取組み、学校
評価アンケートの
該当項目において
肯定評価 93％を
達成し、学校行事
を通じて生徒の主
体的な取組みを支
援しリーダーシッ
プを養った。 

①１年生の受講人
数は増加したが、
２・３年生の受講
人数は例年並みで
あった。講習内容
や部活動との両立
について検討する
必要がある。 
ＩＣＴ利活用につ
いては生徒の個人
ＰＣの準備が遅れ
たことも一因だ
が、授業での活用
や、活用方法の指
導などの更なる利
活用を推進する。 
②学校行事や部活
動のさらなる活性
化を図り、活動を
生徒の主体的な活
動を支援する。 
各行事の実行委員
会等の運営をより
主体的なものとす
るよう指導する。 

①実力アップ講座を充実
させ１年生の受講人数が
増加している点が評価で
きる。生徒のニーズや状
況に応じた工夫がなさ
れ、成果をあげたことが
評価できる。更に大学の
資源などを積極的に活用
し、より一層の充実を期
待する。 
ＩＣＴの特性を生かしな
がら、多様な学習機会の
更なる提供や「授業の柏
陽」をリードするような
取組みに期待する。 
 
②コロナ禍においても、
各種学校行事の企画・運
営を、生徒実行委員会が
主体的に取組み、生徒の
満足度が高い点が評価で
きる。引き続き、生徒の
自主性・主体性を引き上
げる取組みに期待する。 

①１年生については、土曜講習
受講者募集に際して担任が年間
計画を提示して丁寧に説明をし
たため、受講者増となったと考
えられる。主体的に生徒が受講
する環境づくりが必要である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
②感染症対策を徹底した上で、
生徒の主体的な取組を支援し、
年度当初に計画した行事をすべ
て実施することができた。その
結果として、生徒の高い満足度
を得た。 
球技大会において、オンライン
中継などを活用した取組みを行
うことができた。 
 

①生徒のニーズに対応した講座
を設定するとともに、各教科が
作成する講習年間スケジュール
に、英語外部検定対策など教科
の目的やねらいを明記し、その
魅力や必要性を生徒に伝えると
ともに、学校全体で組織的に推
進していく。 
 
 
 
 
 
 
②学校行事について、社会状況
に対応しつつ、コロナ禍で得た
ＩＣＴ活用などの知見を生か
し、より活発で充実した活動と
なるように指導していく。 

２ 
(幼児・児童・) 
生徒指導・支援 

①学校行事や部

活動の活性化を

通し、責任感や

連帯感の涵養を

図る。 

 

 

 

 

 

②生徒一人ひと

りの個に応じた

支援体制の充実

を図り、心身の

成長を支援す

る。 

 
 

①学校行事等の

活性化を通して

主体性、社会

性、豊かな人間

性の涵養をより

組織的に図る。 

 

 

 

 
②生徒への支援
体制について情
報共有を密に
し、様々な機関
との連携や活用
を進めるなど、
組織的な対応を
図る。 

①感染症対策を

徹底しながら、

学校行事や部活

動の指導におい

て、活動目標を

明確化し、生徒

が責任感を持っ

て行動し、目標

達成できるよう

に支援する。 
②教育相談の窓
口について、校
内掲示やホーム
ページ等での周
知を通じ、教育
相談を気軽に行
える環境を整え
る。また、学年
代表者会議を新
設して校内の情
報共有を活性化
し、より組織的
な対応を図る。 

①学校評価アン

ケートの学校行

事等の取組状況

や満足度等につ

い て 肯 定評 価

80％以上を達成

できたか。 

 

 

 

②校内における

教育相談の実施

状況や学校評価

アンケートの教

育相談等に関す

る 項 目 につ い

て 、 肯 定評 価

80％以上を達成

できたか。 
 

①コロナ禍におい
ても工夫した教育
活動に取組み、学
校評価アンケート
の該当項目におい
て、行事について
95％、部活動につ
いて 91％が満足
していると回答し
た。 
 
②スクールカウン
セラーによる教育
相談は 19 回実施
し、延べ 70 人が
利用した。カウン
セリング後、担任
や管理職と情報の
共有化を図った。
「心の悩みや学習
上の悩みなどにつ
いて相談できる環
境があった。」に
係る肯定的評価は
84％であった。 

①学習との両立に
苦慮している生徒
がいることなどの
課題がある。いか
に工夫して学習と
両立しつつ、学校
行事や部活動を充
実させるかを生徒
に考えさせ、その
活動を支援する。 
 
②教育相談に関
し、丁寧に個別対
応し、一定の成果
をあげている。ス
クールカウンセラ
ーによる教育相談
に加え、様々な機
関と積極的に連携
し、より一層の充
実を図る。 

①コロナの影響が残る
中、細心の注意と徹底し
た安全対策の下で、年度
当初に予定された学校行
事をすべて実施したこと
は評価に値する。また、
学習、部活動、学校行事
などの各活動が、バラン
スよく行われている。 
 
 
②肯定評価の 84％は高い
数値ではあるが、支援体
制についてはより高い満
足度を目指して欲しい。
悩みがあるが言い出せな
い生徒が相談しやすい環
境を整える必要がある。
匿名で相談する方法とし
てＩＣＴを活用などが考
えられる。検討して欲し
い。 

①活動を通して生徒に責任感や
連帯感を身につけさせることが
できた。昨年度の経験を生か
し、制限された時間を有効に活
用して充実した部活動や行事を
実施することができた。今後は
さらに生徒の健康と学習時間に
配慮し、バランスのとれた生活
を送れるよう、より計画的で組
織的な取組みが必要である。 
 
②相談に対して丁寧に個別対応
を行い、高水準の肯定的評価を
得ることができた。スクールカ
ウンセラーについても多くの生
徒が利用し、情報を共有するこ
とで支援を充実させることがで
きた。多くの相談に対応するた
め、カウンセリングを受けられ
る機会を増やしていく必要があ
る。 

①目標を明確にし、さらに生徒
自らが考えて活動できるよう指
導していく。実力アップ講座の
計画などと連携し、学習、部活
動、学校行事などの活動がバラ
ンスよく行われるように計画
的、組織的に指導する。 
 
 
 
 
②スクールカウンセラー及びス
クールソーシャルワーカーの配
置拡充を活用し、生徒が相談で
きる機会を増やすとともに、密
に情報共有し、より一層の相談
体制の強化を図る。また、来年
度から実施予定の「かながわ子
どもサポートドック」を活用
し、ICT を利用したより相談し
やすい環境の整備に努める。 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 11日実施） 

総合評価（３月 31日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 進路指導・支援 

高い進路希望実

現に向け、生徒

がグローバルな

視点を持って将

来を設計できる

よう、自らのキ

ャリア発達を意

識できる、３年

間を見通した進

路指導の充実を

図る。 

①生徒の高い

進路希望の実

現を目指すた

め、進路指導

の 充 実 を 図

る。 
 

①３年間を見通
した「進路指導
プログラム」に
確 実 に 取 り 組
む。また、新学
習指導要領によ
る大学入試の変
更点について情
報を収集し、生
徒、保護者、教
職員への周知を
図る。 

①生徒及び保護
者の面談、出願
指導検討会及び
進路説明会が有
効であったか。
大学入学共通テ
スト得点状況、
難関大学合格者
数 10名以上、国
公立大学合格率
40％以上を達成
できたか。 

①進路指導への肯定

評価は 74％であっ

た。国公立大学の前

期までの現役合格者

は112 名、(昨年103

名)、難関国公立大は 

13名(昨年21名)。 

保護者対象進路説明

会、生徒対象進路説

明会にて丁寧な情報

提供を行った。ま

た、出願指導検討会

を実施、担任・教科

担当などで現状を把

握し指導に活用し

た。 

①出願指導検討会
を行うことで、担
任以外からの声掛
けができ、教科担
当からも適切なア
ドバイスを行うこ
とができた。次年
度へは、今年度の
合否結果を加えた
資料を作成し、４
月に 55 期担任、生
徒へ伝えていく。
54 期生の進路状況
は結果を待つとこ
ろだが、引き続き
生徒の高い進路希
望を引き出し支え
る指導を進める。 

①生徒の満足度の高さが
評価できる。大学進学を
目標に入学してくる生徒
が多い中で、進学実績が
出ているところが良い循
環となっていると感じ
る。 
英語でのディベート活動
やグローバル教育のプロ
グラムは、教員の熱意と
工夫が感じられ評価でき
る。継続的な取組みによ
ってＧＴＥＣなどのスコ
アの伸長や論理的表現力
を身に付けることが期待
される。継続的な取組み
を期待する。 
 

①学力向上進学重点校の指標で
ある難関国公立大学等の現役合
格者は 13 名(昨年度 21 名)、ス
ーパーグローバル大学への進学
率は 28.3％（昨年度 20.8％）
であった。また国公立大学後期
合格者は 20 名（昨年度 20 名）
であった。今年度は後期日程に
対し出願したが受験しなかった
生徒が多かった。諦めずに後期
日程まで取り組む大切さを指導
していくとともに、前期日程で
志望する大学に出願できるよ
う、１年生からの意識づけが大
切である。 

①生徒の第一志望実現のため
に、選択科目説明会や難関大ガ
イダンスの内容を精査し、学校
全体でさらに意識を高める。１
年生は、夏季休業中のオープン
キャンパスの参加、２年生は国
公立大学を意識した選択科目の
説明、３年生は年３回の面談、
12月、１月の出願指導検討会を
実施し、教員全体で情報を共有
して組織的な進路指導を推進す
る。 

４ 地域等との協働 

①ホームページ

のコンテンツを

充実させ、学校

の特色と魅力を

積極的に発信す

る。 

 

 

 

②保護者や地

域、大学等外部

機関、行政機関

等との協働連携

を促進し、本校

教育力の向上を

図る。 

①本校の教育活

動について、保

護者や地域の方

に向けて、より

広くかつ迅速な

情報発信に取り

組む。 

 

 

②保護者や地

域、大学等外部

機関、行政機関

等との協働連携

を促進し、本校

教育力の向上を

図る。 

①生徒の活動の

様子をより詳し

くかつ迅速に発

信するため、情

報収集や更新作

業の仕組みを改

善し、組織的な

取組みを推進す

る。 

②授業や学校行

事において、行

政機関、大学研

究機関、地域、

民間等と連携し

た教育活動の充

実を図る。 

①学校説明会な

どにおけるアン

ケートで、ホー

ムページが適切

に情報を伝えて

いるという肯定

評価 70％以上を

達成できたか。 

 

②授業や学校行

事における外部

機関や講師の利

用状況や、保護

者・生徒の満足

度等の結果はど

うか。 

①年２回の定期更
新に加えて部活動
ホームページを随
時更新して情報の
発信に努めた。学
校説明会のアンケ
ートで肯定評価が
92％となった。 
 
 
②キャリアアップ
講座は 18 講座と
昨年（13 講座）
と比較して増加し
たが、令和元年度
44 講座と比較す
ると少ない状況で
ある。該当項目の
満足度は 43％と
なった。 

①保護者の学校の
様子がよく分かっ
たという評価が
57％となった。コ
ロナ禍で行事の一
部を非公開とした
ことなども原因だ
と考えるが、より
一層のこまめな情
報発信に努める。 
②キャリアアップ
講座などにおいて
は、オンライン講
座を更に活用する
など、外部機関と
の連携しながら、
より一層の講座数
やその内容の充実
を図る。 

①開かれた学校づくりに
おいて、学校情報の積極
的・定期的な配信を進
め、保護者や地域との連
携を更に充実させること
を期待する。 
 
 
 
②コロナ禍においても
様々な形で地域との連携
が続いていることが評価
できる。小中学校との連
携など検討の余地はあり
そうである。地域との連
携を通して他者を思うこ
とや、他者への働きか
け・つながりを意識して
いけるよう、より一層の
活動の充実を期待する。 

①中学生とその保護者に向けた
情報発信としてホームページ更
新を活発に行うことにより、一
定の成果を上げた。より一層の
充実を図る。 
 
 
 
 
 
②キャリアアップ講座では、オ
ンライン講座など工夫して実施
し、コロナ禍で減少した開講講
座数は昨年よりも増加したが、
例年よりも少なかった。新たな
連携先や、新たな取組みを検討
して、外部機関との連携を推進
する。 

①部活動ホームページについて
は作成済みのマニュアルを活用
して、より一層こまめな更新を
推進する。部活動以外の生徒の
活動の様子についても更新を組
織的に推進する。 
 
 
 
 
②新たな連携先の探索や、オン
ライン講座の活用など活動内容
を工夫して、キャリアアップ講
座をはじめとした外部機関との
連携を進めていく。 

５ 
学校管理 
学校運営 

①教育環境の変化

に迅速に対応し、

前向きに課題に取

り組む雰囲気を醸

成し、魅力と活気

ある学校づくりに

取り組む。 

 

 

 

②各種会議を計画

的に実施し、効率

的な学校運営に取

り組むとともに、

緊張感のある防災

訓練を継続し、安

全安心な教育環境

を整備する。 

①教育環境の変

化に迅速に対応

し、前向きに課

題に取り組む雰

囲気を醸成し、

魅力と活気ある

学校づくりに取

り組む。 

 

 

②円滑で効率的

な学校運営に取

り組むととも

に、安全安心な

教育環境の整備

及び、事故・不

祥事の防止を図

る。 

①職員が相互に尊重

し合える職場づくり

を目指し、職員人権

研修会や事故防止会

議を実施する。報

告・連絡・相談を励

行し、連携して課題

に取り組む雰囲気を

醸成する。 

 

②ＩＣＴの利活用を

推進し、情報の共有

化、校務の効率化を

図る。地域と連携し

た防災対策を進め

る。事故防止会議等

により不祥事防止に

取り組む。 

①職員人権研修会等

の実施回数やその取

組状況はどうか。報

告・連絡・相談を励

行しているか。 

 

 

 

②ＩＣＴを導入して

校務の効率化を図れ

たか。安全点検を実

施したか。防災訓練

の実施状況、不祥事

防止研修会をはじめ

とする不祥事防止の

取組の実施状況はど

うか。 

①「LGBTs」に係
る職員人権研修会
を実施。定例の事
故防止会議を８回
開催したほか、ス
クールカウンセラ
ーを講師とした事
故不祥事防止研修
会を実施した。 
②職員の連絡に電
子掲示板を活用
し、朝の打合せ更
なる時間短縮を図
った。防災訓練を
実施し、生徒の防
災意識の向上に努
めた。教職員の不
祥事防止の徹底を
図るため、計画的
な取組みの実施に
着手した。 

①研修会への職員
の取組み等より人
権尊重や事故不祥
事防止に対する教
職員の意識の高揚
がうかがえる。引
き続き研修会の実
施等に努める。 
②ＩＣＴの更なる
活用により業務の
効率化を図る。地
域の方など校外の
方の協力を得なが
ら、より効果的な
防災訓練を実施す
るなど、安全安心
な教育環境を引き
続き整備し、事
故・不祥事の防止
に取り組む。 

①教育界において、不祥
事防止や人権教育へ理解
を深めることは、より一
層重要となっている。引
き続き、教職員の意識向
上をめざした取組みを期
待する。 
 
 
 
 
②各種会議でＩＣＴの活
用を推進することで、業
務の効率化を図り、教育
活動のより一層の充実に
向けた取組みを期待す
る。 

①職員の事故不祥事防止や人権
教育への理解は研修会等を通じ
て深まってきている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
②ＩＣＴを効率的に活用し会議
を円滑に実施することができ
た。安全安心な教育環境を整備
するために地域とのより一層の
連携を図る。 
 

①より高い倫理観を持って教職
員が職責を遂行できるよう、研
修会などの効果的な取組みを計
画的に実施していく。 
 
 
 
 
 
 
 
②ＩＣＴを更に活用して各種会
議を効率的、計画的に開催でき
るよう努める。現在は会議室等
の設備を用紙に記入して管理し
ているが、ＩＣＴを活用して業
務の効率化を進める。 
防災訓練など、地域の方をはじ
めとする外部機関と連携し、安
全安心な教育環境の整備を進め
る。 


